
 

【教材名】      ストローさし 

 

【ねらい】 自立活動の６区分（４．環境の把握） 

・目と手の協応 

・方向調整（筒） 

 

【使い方】  

・スタンドの棒に筒（ストロー）を挿す 

・ランダムに挿す。順番に刺す。指定したところに挿す。など 

 

こんな児童生徒に・・・ 

・手元を見て筒（ストロー）の穴を棒の頭に合

わせないと入れられません。 

・片方の手で押さえないと倒れやすいので、両

手を使うことになります。 

・１００円均一のコップホルダー（解体したもの）とタピオカ用のストロー（適

当な長さに切る）を用いました。径のサイズがぴったりです。 


